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ＳＤＧｓ目標

研 究 分 野 麻酔科学、集中治療医学、周術期管理医学

研究キーワード 酸化ストレス、炎症、ビタミンC、敗血症、術後せん妄、胎児仮死

研 究 内 容 ●ビタミンCリアルタイム測定法の確立と各種病態における酸化ストレスの評価に関する研究

電子スピン共鳴(ESR)装置を用いた血漿ビタミンCリアルタイム測定法を確立し、これを応用して、
急性肺傷害(論文1)や胎児仮死(論文2)において、リアルタイムで酸化ストレスの程度を評価すること
に成功した。さらに、敗血症性ショックの機序として、過剰な酸化ストレスに伴うビタミンCの減少
による副腎不全の可能性を指摘し(論文3)、基礎研究にて検証中である(東京都健康長寿医療センター
研究所・石神研究部長との共同研究)。また、現在、心臓手術後のビタミンCの減少と術後せん妄の
関連性について臨床研究を行っている。

●酸化ストレスと栄養療法に関する概説
重症病態において、抗酸化栄養療法により酸化ストレスを制御することの重要性を概説した(著書1)。

●呼気中揮発性代謝産物のリアルタイム測定法の開発
近年、疾患に関連する呼気中揮発性代謝産物が多数報告され、呼気からの揮発性代謝産物検知によ
る疾患の早期発見や予防への期待が高まっているが、周術期においてはいまだに検討されていない。
周術期には、手術侵襲により組織代謝が著明に変化する。それに伴い産生された揮発性代謝産物は
生体膜を通過して呼気中に出現する。本研究では、水晶振動子ガスセンサシステム(北九州市立大学・
李教授との共同研究)を用いて、呼気揮発性代謝産物のリアルタイム検出法を確立し、周術期合併症
や予後との関連を検討中である。
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